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○
東
京
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難
病
患
者
等
に
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す
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す
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○
令
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七
年
東
京
都
告
示
第
七
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（
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京
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道
路
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収
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○
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規

則

東
京
都
難
病
患
者
等
に
係
る
医
療
費
等
の
助
成
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
六
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
十
八
号

東
京
都
難
病
患
者
等
に
係
る
医
療
費
等
の
助
成
に
関

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
難
病
患
者
等
に
係
る
医
療
費
等
の
助
成
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
二
年
東
京
都
規
則
第
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
二
低
所
得
Ⅰ
の
項
及
び
低
所
得
Ⅱ
の
項
中
「８

０
万

９
千
円

」
を
「８２６,５００円

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
難
病
患
者
等
に
係
る
医
療

費
等
の
助
成
に
関
す
る
規
則
別
表
第
一
の
二
の
規
定
は
、
こ
の
規

則
の
施
行
の
日
以
後
の
申
請
に
係
る
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
適

用
し
、
同
日
前
に
行
わ
れ
た
申
請
に
係
る
医
療
費
の
助
成
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
六
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
十
九
号

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行

細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成

二
十
六
年
東
京
都
規
則
第
百
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
の
三
()裏
及
び
第
三
号
様
式
中
「８０万

９
千
円

」

を
「８２万

６
千
５
百
円

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
難
病
の

患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
別
記
第
一
号
様

式
の
三
及
び
第
三
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の

は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
九
十
八
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
都
営
住
宅
の
使
用
料
を
次
の

よ
う
に
変
更
し
、
令
和
八
年
七
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
の
で
、
同
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
六
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
告
示
第
七
百
九
十
九
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
一
般
都
営
住
宅
の
名
称
、
位
置
、
構
造
及
び
規
模
、
戸
数
、
使

用
料
並
び
に
近
傍
同
種
の
住
宅
の
家
賃
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、

第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
六
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
告
示
第
八
百
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
及
び
第
五
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
都

営
改
良
住
宅
の
使
用
料
を
、
第
三
条
第
二
項
及
び
第
七
十
一
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
五
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
都
営

再
開
発
住
宅
の
使
用
料
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
、
令
和
八
年
七
月
一

日
か
ら
実
施
す
る
の
で
、
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
六
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

構
造
及
び
規
模

戸

数

収
入
の
額
が
一
三
九
、
〇
〇
〇
円

を
超
え
一
五
八
、
〇
〇
〇
円
以
下

の
者
に
適
用
さ
れ
る
使
用
料
（
月

額
一
戸
に
つ
き
）

近
傍
同
種
の
住
宅
の

家
賃
（
月
額
一
戸
に

つ
き
）

前
野
町
六
丁
目
ア
パ
ー
ト

（
１
号
棟
）

板
橋
区
前
野
町
六
丁
目
三
十
一
番

中
層
耐
火

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

一
五
戸

三
〇
、
一
〇
〇
円

八
一
、
一
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
〇
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

三
五
戸

三
五
、
一
〇
〇
円

九
四
、
七
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

一
五
戸

四
一
、
六
〇
〇
円

一
一
二
、
〇
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

同
右

五
戸

同
右

一
一
二
、
二
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

五
七
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

四
九
、
八
〇
〇
円

一
三
四
、
三
〇
〇
円
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◉
東
京
都
告
示
第
八
百
一
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

駐
車
場
の
名
称
、
位
置
及
び
区
画
数
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
六
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

区
画
数

前
野
町
六
丁
目
ア
パ
ー
ト

駐
車
場

板
橋
区
前
野
町
六
丁
目

三
十
一
番

四
区
画

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
二
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
七
年
東
京
都
告
示
第
百
二
十
三
号
に

よ
り
指
定
し
た
区
域
の
一
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
六
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
を
解
除
す
る
区
域

別
図
の
と
お
り
（
新
宿
区
大
久
保
三

丁
目
地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

三

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

土
壌
汚
染
の
除
去
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◉
東
京
都
告
示
第
八
百
三
号

令
和
七
年
東
京
都
告
示
第
七
百
六
十
号
（
東
京
都
道
路
占
用
規
則

に
よ
る
徴
収
単
価
）
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
限
り
廃
止
す
る
。

令
和
八
年
六
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
四
号

東
京
都
道
路
占
用
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
東
京
都
規
則
第
百
三
十

二
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
徴
収
単
価
を
別
表
の
と
お
り

定
め
、
令
和
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
徴
収

単
価
に
よ
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
途
算
出
し
た
単

価
に
よ
る
。

な
お
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
掘
削
復
旧
面
積
又
は
掘
削
復

旧
延
長
を
確
認
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令
和
八
年
六
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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附

記

一

掘
削
復
旧
工
事
に
当
た
っ
て
は
、
道
路
占
用
工
事
要
綱
に
よ
る

こ
と
と
し
、
道
路
掘
削
復
旧
工
事
監
督
事
務
費
の
徴
収
対
象
範
囲

は
、
掘
削
部
分
及
び
Ｋ
ｄ
部
分
と
す
る
。

二

道
路
掘
削
復
旧
工
事
監
督
事
務
費
の
額
は
、
道
路
の
機
能
を
原

状
に
回
復
し
得
る
工
種
に
よ
り
、
掘
削
復
旧
面
積
、
掘
削
復
旧
延

長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
別
表
の
徴
収
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

な
お
、
掘
削
復
旧
面
積
は
、
小
数
点
以
下
を
切
り
捨
て
て
計
算

し
（
当
該
面
積
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合
は
、
一
平
方
メ

ー
ト
ル
と
す
る
。
）
、
掘
削
復
旧
延
長
は
、
小
数
点
第
二
位
以
下

を
切
り
捨
て
て
計
算
す
る
。

三

徴
収
単
価
の
適
用
区
分
は
、
工
種
ご
と
に
定
め
る
単
位
に
よ
り

掘
削
復
旧
面
積
又
は
掘
削
復
旧
延
長
に
従
い
、
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

な
お
、
街
き
ょ
用
集
水
ま
す
、
Ｌ
形
側
溝
用
集
水
ま
す
、
Ｕ
形

側
溝
用
集
水
ま
す
及
び
歩
道
植
樹
帯
縁
石
（
端
部
）
の
徴
収
単
価

適
用
区
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す
る
街
き
ょ
、
Ｌ
形
側
溝
、
Ｕ
形

側
溝
及
び
歩
道
植
樹
帯
縁
石
（
直
線
部
）
の
掘
削
復
旧
延
長
に
よ

る
。

Ａ

掘
削
復
旧
面
積
が
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
も
の
又
は
掘

削
復
旧
延
長
が
二
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
も
の

Ｂ

掘
削
復
旧
面
積
が
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
五
百
平
方
メ

ー
ト
ル
ま
で
の
も
の
又
は
掘
削
復
旧
延
長
が
二
十
メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
も
の

Ｃ

掘
削
復
旧
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
又
は

掘
削
復
旧
延
長
が
五
百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

四

掘
削
部
分
に
つ
い
て
、
工
種
に
異
な
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、

各
工
種
ご
と
の
掘
削
復
旧
面
積
又
は
掘
削
復
旧
延
長
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

五

昼
夜
連
続
施
工
の
場
合
の
道
路
掘
削
復
旧
工
事
監
督
事
務
費
の

単
価
は
、
昼
間
単
価
に
夜
間
単
価
を
加
え
た
額
の
二
分
の
一
と
す

る
。

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
五
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律

第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
電
線
共
同
溝
を
整

備
す
べ
き
道
路
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
八
年
六
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一
㈠
路
線
名

都
道
立
川
所
沢
線

㈡
指
定
す
る
区
間

東
村
山
市
本
町
一
丁
目
十
二
番
一
地
先
か
ら

同
市
久
米
川
町
四
丁
目
八
番
十
地
先
ま
で

二
㈠
路
線
名

都
道
新
宿
青
梅
線

㈡
指
定
す
る
区
間

東
村
山
市
本
町
一
丁
目
九
番
一
地
先
か
ら
同

所
十
番
一
地
内
ま
で
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